
旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

秋田県議会議員一般選挙（仙北市選挙区）

佐藤雄孝氏無投票当選

　

４
月
７
日
執
行
の
秋
田
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
で
、仙
北
市
選
挙
区
（
定

数
１
）
は
、
立
候
補
者
が
佐
藤
雄
孝

氏
１
人
の
た
め
、
無
投
票
で
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

《
経
歴
》
大
曲
農
業
高
卒
。
平
成
元

年
９
月
西
木
村
議
会
議
員
。
同
９
年

３
月
西
木
村
収
入
役
。
同
13
年
７
月

西
木
村
助
役
。
同
21
年
10
月
か
ら
秋

田
県
議
会
議
員
。

次は目指せ交通死亡事故ゼロ1,000 日！
仙北市が730日を達成

草
彅
作
博
仙
北
地
域
振
興
局
長
（
前
列
左
）
と
若

月
浩
志
仙
北
警
察
署
長
（
前
列
右
）
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　仙北市は平成 29 年 3 月 8 日から交通死亡事故ゼロを継続し、
平成 31 年 3 月 7 日に 730 日を達成しました。
　3 月 25 日、市役所田沢湖庁舎で仙北地区交通安全協会をはじ
め関係団体が出席し、秋田県知事表彰と秋田県警察本部長顕彰の
伝達式が行われました。
　草彅作博仙北地域振興局長は「今回の表彰は関係団体の皆さん
の取り組みと市民の皆さんの日常的な心がけによるものです。ま
た、観光客も多く訪れる中、標語や看板がしっかりと機能して、
街にも交通安全への意識が高いという雰囲気があるので、気をつ
けているのだと思います」と、話しました。
　次は 1,000 日達成で表彰がありますので、皆さんより一層の交
通安全を心がけ、交通死亡事故ゼロ 1,000 日を目指しましょう。

　

3
月
30
日
、
仙
北
市
出
身
の
和
楽

器
兄
弟
ユ
ニ
ッ
ト
あ
ん
ど
う
兄
弟
の

安
藤
恵
介
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
打

楽
器
＆
篠
笛
ユ
ニ
ッ
ト 

音
打
屋
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
仙
北
市
民

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
ま
は
げ
が
客
席
を
練
り
歩
き
な

が
ら
の
太
鼓
演
奏
に
始
ま
り
、
太
鼓

と
篠
笛
や
外
国
の
民
族
楽
器
な
ど
を

使
っ
た
多
彩
な
演
奏
に
、
訪
れ
た
約

80
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

迫
力
の
演
奏
に
魅
了

打
楽
器
＆
篠
笛
ユ
ニ
ッ
ト 

音お

と

だ

や

打
屋

仙
北
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

篠
笛
、
太
鼓
を
演
奏
し
た
岩
澤
将

志
さ
ん
は
「
仙
北
市
で
演
奏
す
る
の

は
久
し
ぶ
り
で
、
い
い
機
会
を
い
た

だ
い
た
。
楽
し
く
演
奏
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
、
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ス
テ
ー

ジ
上
に
観
客
席
が
設
置
さ
れ
た
た
め

観
客
と
演
者
の
距
離
が
近
く
、
迫
力

の
あ
る
音
と
と
も
に
ト
ー
ク
や
演
奏

に
笑
い
も
混
ぜ
た
楽
し
い
1
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

篠笛の音色がステージに響きわたり、思わず聞き入ってしま
います。

なまはげの太鼓演奏は圧巻。

花
花の咲き進み状況を
随時更新しています！

あきた花紀行 2019 検索
仙北市の　　まつり

刺巻水ばしょう祭り

国道 46 号沿いのハンノキ林に囲まれた約 3ヘ
クタールの刺巻湿原に水ばしょうが一面に咲き
誇ります。木道が整備されているので気軽に散
策しながら、花を間近で楽しむことができます。
会場では郷土芸能の発表や特産品販売・お食事
コーナーもあります。

期間   4 月 7 日㈰～ 5 月 5 日㈰㈷
場所   田沢湖刺巻湿原

問   仙北市田沢湖観光情報センター
　　　　「フォレイク」　☎ 43-2111

かたくり群生の郷

20 ヘクタールにもおよぶ広大な敷地に、可憐な
かたくりの花が群生しています。その規模・密
度ともに日本最大級といわれ、うつむきかげん
に一斉に花開く様子は、まるで薄紫色の絨毯を
敷き詰めたかのような美しさです。かたくり館
にはお食事・お土産コーナーも開設されます。

期間   4 月 20 日㈯～ 5 月 3 日㈮㈷
場所   西木町小山田字八津・鎌足地区

入園料   大人（高校生以上）300 円
問   西木観光案内所　☎ 42-8480

角館の桜まつり

武家屋敷通りには、黒板塀に映えるシダレザク
ラが連なり、町内の約 400本のうち162本が国
の天然記念物に指定されています。桧木内川堤
には、約2キロメートルにわたってソメイヨシノ
が桜のトンネルを作りだし、町中を桜色に染め
上げます。日没からはライトアップが行われ、昼
とは違う美しさの夜桜を楽しむことができます。

期間   4 月 20 日㈯～ 5 月 5 日㈰㈷
場所   角館武家屋敷通り、桧木内川堤ほか

問   仙北市観光情報センター
　　　　「角館駅前蔵」　☎ 54-2700
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
こ
の
言
葉
に
皆

さ
ん
は
ど
う
思
い
、感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
大
き
く
４
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
や
道
路
、
建

物
な
ど
が
利
用
者
に
困
難
を
も
た
ら
す

『
物
理
的
な
バ
リ
ア
』。
障
が
い
を
抱
え
る

人
が
社
会
の
ル
ー
ル
や
制
度
に
よ
っ
て
、

小 林 裕 高

能
力
以
前
の
段
階
で
機
会
の
均
等
を
奪
わ

れ
る
『
制
度
上
の
バ
リ
ア
』。
情
報
の
伝

え
方
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
必
要
な
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
平
等
に
得
ら

れ
な
い
『
文
化
・
情
報
の
バ
リ
ア
』。
そ

し
て
、
周
囲
か
ら
の
心
な
い
コ
ト
バ
や
、

偏
見
、
差
別
、
無
関
心
な
ど
、
障
が
い
を

抱
え
る
人
を
受
け
入
れ
な
い
『
意
識
上
の

バ
リ
ア
』。
と
、
物
理
、
制
度
、
文
化
・

情
報
、
意
識
の
４
つ
で
す
。

　

一
般
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
と
建

築
的
、
物
理
的
な
バ
リ
ア
を
連
想
し
や
す

い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
障

が
い
を
抱
え
る
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

に
抱
え
る
障
が
い
は
違
い
ま
す
。
１
０
０

人
の
障
が
い
を
抱
え
る
人
が
存
在
す
れ
ば

１
０
０
通
り
の
『
バ
リ
ア
』
が
存
在
し
ま

す
。
す
べ
て
を
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
の
社
会

生
活
で
必
要
と
な
る
の
が
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ん
で
す
ね
。

　
『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
と
は
偏
見
や

固
定
観
念
な
ど
自
分
た
ち
の
心
の
中
に
潜

む
目
に
は
見
え
な
い
壁
を
な
く
し
、年
齢
、

性
別
、
国
籍
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
よ
い
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目

指
す
た
め
、
正
し
い
知
識
を
理
解
し
、
バ

リ
ア
を
抱
え
る
人
の
身
に
な
っ
て
行
動
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
障
が
い

は
違
い
ま
す
。
困
っ
て
い
そ
う
な
人
が
い

た
ら
、
ど
う
お
声
か
け
し
よ
う
…
と
、
行

動
に
移
し
た
く
て
も
移
せ
な
い
人
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
は「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
で
は
な
く
、「
私
に
な

に
か
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
、

けん引式車椅子補助器「JINRIKI」利用者に寄り添う小林さん（左）。

仙北市地域おこし協力隊コラム

お
声
か
け
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
バ
リ
ア
を

フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
バ

リ
ア
に
フ
ィ
ッ
ト
（
寄
り
添
う
）
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
く
、
バ
リ
ア

フ
ィ
ッ
ト
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
そ

う
い
う
コ
ト
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
手
伝

お
う
と
思
っ
て
声
を
か
け
て
も
断
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ガ
ッ
カ
リ
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
か
け
て
も
自

分
で
や
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ

の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
見
守
っ
て
あ
げ
る

（
手
伝
わ
な
い
）
こ
と
も
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
（
バ
リ
ア
フ
ィ
ッ
ト
）
だ
と
思
い
ま

す
。

　

春
に
な
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。
国
内
外
か
ら
、
連
日
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
バ
リ

ア
フ
ィ
ッ
ト
）
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
世

界
の
人
々
に
ほ
っ
こ
り
と
し
た
優
し
い
気

持
ち
で「
ま
た
仙
北
市
に
来
た
い
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
ち
な
み
に
英
語
で
は
「M

ay I help 

you?

」（
私
に
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
）
で
す
。
こ
れ
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
マ
ナ
ー
協
会
の
岸
田
ひ
ろ
実
さ
ん
の

受
け
売
り
で
す
。

心のバリアフリー。

　

３
月
24
日
、角
館
町
の
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
仙
北
市
体
育
協
会
（
佐
々
木
健
会
長
）

が
主
催
す
る
「
平
成
30
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

競
技
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
や
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
39
個
人
、
７

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者　

※
敬
称
略
・（　

）
は
競
技
種
目
】

▼
功
労
賞　

新
目
久
雄
（
陸
上
）

▼
栄
光
賞　

伊
藤
雅
英
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）・

澤
山
輝
和
（
同
）・
新
山
基
紀
（
同
）・
武
田

利
美
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
）・
鈴
木

健
祐
（
陸
上
）・
村
田
一
人
（
同
）・
藤
原
健

介
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・
田
口
清
音
（
同
）・
大

桃
克
也
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）・
藤
本
拓

也
（
同
）・
藤
原
シ
ゲ
子
（
陸
上
）・
門
脇
睦

美
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・
木
元
美
禪
（
空
手
）・
佐
々

木
竜
生
（
同
）

▼
奨
励
賞　

木
元
晴
樹
（
水
泳
）・
木
元
穂

香
（
同
）・
石
川
才
稀
（
同
）・
木
元
ひ
な
た

（
同
）・
草
彅
夢
来
（
同
）・
湯
澤
蓮
（
空
手
）・

高
橋
凛
（
同
）・
新
田
悠
仁
（
同
）・
佐
々
木

雄
（
同
）・
湯
澤
慶
太
郎
（
同
）・
田
口
悠
歩
（
柔

道
）・
齊
藤
絆
花
（
レ
ス
リ
ン
グ
）・
齊
藤
武

生
（
同
）・
田
村
喜
羅
斗
（
陸
上
）・
藤
川
空

宙
（
同
）・
鎌
田
匠
人
（
柔
道
）・
千
葉
大
和
（
水

泳
）・
高
橋
陽
（
同
）・
三
嶋
弥
千
瑠
（
同
）・

高
橋
慶
多
（
空
手
）・
金
谷
大
雅
（
同
）・
田

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式牧

勇
我
（
同
）・
岩
田
光
（
同
）・
髙
橋
優
斗
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）

▼
団
体
奨
励
賞　

角
館
高
校
男
子
弓
道
部（
弓

道
）、
角
館
高
校
女
子
弓
道
部
（
弓
道
）、
角

館
高
校
定
時
制
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）

▼
団
体
奨
励
賞　

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ（
柔
道
）、

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ
女
子
団
体
（
柔
道
）、
中
仙

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）、
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
ジ
ュ
ニ

ア
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
宮
城
県
仙
台
市
で
仕
事

の
傍
ら
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
松
田
千
明
さ
ん
は
、
笑

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
で
歌
う
の
は
と
て
も

安
心
感
が
あ
る
。
温
か
い
雰
囲
気
で

緊
張
も
せ
ず
歌
う
こ
と
が
で
き
て
、

観
客
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
27
日
、田
沢
湖
図
書
館
で「
魅

惑
の
映
画
音
楽
～
ふ
た
た
び
～
」
と

題
し
て
、
映
画
の
主
題
歌
や
挿
入
歌

を
歌
と
演
奏
で
綴
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
約
30
人
の
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
田
沢
湖
神
代
出

身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
松
田
千
明
さ

ん
、
ｏ
ｔ
ｏ
を
楽
し
む
会
代
表
の
安

藤
満
里
さ
ん
、
同
会
の
倉
持
千
惠
子

さ
ん
ら
が
、
歌
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

映
画
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」

の
「
踊
り
明
か
そ
う
」
な
ど
全
16
曲

を
披
露
し
、
詰
め
か
け
た
方
々
は

力
強
い
歌
声
や
華
麗
な
演
奏
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

歌
と
演
奏
で
綴
る

魅
惑
の
映
画
音
楽
～
ふ
た
た
び
～

伸
び
や
か
で
綺
麗
な
歌
声
を
披
露
す
る
松
田
千
明

さ
ん
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
、
安
藤
満
里
さ
ん
（
右
）

の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
倉
持
千
惠
子
さ
ん
（
左
）
の

ピ
ア
ノ
演
奏
に
あ
わ
せ
た
松
田
千
明
さ
ん（
中
央
）

の
歌
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

5 広報せんぼく 4Semboku  City  Public  Relations2019-4-16


